
報告 
 

土木学会地震工学論文集

 

 

1 

 

過去の地震における液状化による人的被害 
 

 
佐藤富男1・若松加寿江2 

 
1技研製作所 （〒135-0063 東京都江東区有明1-3-28） 

E-mail: tomio.sato@giken-smp.com 
2東京大学生産技術研究所 （〒153-8505 東京都目黒区駒場4-6-1） 

E-mail:wakamatu@iis.u-tokyo.ac.jp 
 

 

 これまで液状化が原因で死亡または負傷した事例はほとんどないと考えられてきた．このことを確認･

検証するために，既往地震における液状化による人的被害について文献調査を行った．その結果，以下の

ことが判明した．液状化が直接的原因となった被害事例は，噴砂噴水を伴った地割れに落ちて死亡したと

考えられる３例のみである．一方，間接的原因となった事例も，液状化による流動等が関与して道路や橋

梁が損傷し，これにより死傷事故が発生したと考えられる被害４例，計10名と少ない．しかし，今後，液

状化が原因で橋梁等の構造物の倒壊や，ガスや石油の漏洩による中毒や火災が起こり，これによって人的

被害が発生することも十分考えられるので注意を要する． 
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１．はじめに 
 
これまで液状化が原因で死亡または負傷した事例

はほとんどないと考えられてきており，このため

｢液状化は怖くない｣災害と見なす風潮もでてきてい

る1)．そこで，このことを検証するために，1995年
の兵庫県南部地震およびそれ以前の地震における液

状化による人的被害について，文献調査により事例

の洗い出しを行い，被害の実態を整理・考察した． 
 
 
２．兵庫県南部地震による人的被害 
 

1995年兵庫県南部地震では，合計6436人(関連死

915名を含む)の死亡と3名の行方不明者が確認され

ている2)．しかしながら，死因については，窒息，

圧死，焼死･全身火傷など法医学的立場からの死因

が明らかにされているのみであり3)，液状化との関

連は不明である．そこで，本研究では主として建物，

橋梁, ライフライン被害, および地震中の事故に関連

する各種報告書や新聞記事等を対象として調査した．

ただし，建物被害についてはこの地震による家屋倒

壊発生地域が極めて広範に及んでいることから，事

例調査地域を以下の３地区に限定して調べた． 
液状化が発生した場所と発生していない場所での

差異を見るために西宮市南部地区を，また液状化に

よる建物被害が多く発生した地域の中から，古い戸

建て住宅が建つ尼崎市築地と新しい戸建て住宅およ

び集合住宅が建つ芦屋市芦屋浜を選定した． 
 

(1) 西宮市南部 
 図-1に，神戸市東南部から西宮市にかけての液状

化による噴砂の分布4)を示す．国道43号線より海側

では広範囲に液状化が発生しており，特に西宮浜，

甲子園浜などの埋立地では，ほぼ全域で噴砂を生じ

ている．一方，建物倒壊等による多数の死者が発生

した震度7の地域では噴砂はほとんど生じていない． 
 図-2に，文献5)に報告されている死亡者名簿に基

づき，西宮市の町別の死亡者数を集計した結果を示

す．本資料に掲載された住所は現住所であり，死亡

した場所とは限らない．しかし，地震が発生した時

刻(午前5時46分)を考慮すると，現住所と死亡場所

は概ね一致していると考えられる．また，図-2の地

図データは，町丁目ごとに境界線が描かれているが，

死亡者の住所は町名までしか記載されていないため，

同一町内では各丁目において，同数の死亡者が発生

したとみなして図示した． 
10人以上の死者が発生した町は，国道43号線より

内陸側の地域に分布しており，臨海地域や埋立地で

は少ない．埋立地での唯一の死亡事例は，西宮浜と

甲子園浜に架かる西宮港大橋の落橋によるもので，

地震時に車で走行中の２人が死亡している6)．落橋

のメカニズムは，大きな地震力により支承と桁連結

装置が破損した後，橋脚上に振動の位相差による大

きな相対変位が発生し，これに液状化に伴う地盤流

動の影響が橋の振動に複合的に加わったことによる
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と推定されている7)ことから，液状化が関与した死

亡例と判断される． 
 図-2を図-1の液状化の分布と対比すると，液状化

が確認された地域では，死亡者はほとんどいない．

例外的に，西宮市南西部の芦屋市寄りの地域に5人
以上の死亡者が発生している町がいくつかある． 

 図-3に建築研究所による建物の全壊率分布8)を示

す．建物の被害程度を表す指標は，全壊率，半壊率，

被害率などいくつかあるが，本研究では死亡率と最

も高い相関が得られている全壊率9)と比較すること

にした．全壊率は，液状化の発生が報告されていな

い震度7の地域で高くなっているが，液状化が生じ

た地域でも，市の南西部の芦屋市寄りの町で高くな

っている．この地域は，前述の5人以上の死亡者が

発生している地域に該当している．このことから，

死亡の原因は建物の全壊による可能性が極めて高い．

この地域においては，｢液状化が原因と断定される

大規模な構造物被害は殆ど確認されていない｣と報

告されている10)ことから，建物全壊も液状化以外の

原因によるものと推定される． 
 

(2) 尼崎市築地地区 

築地地区は尼崎市南部に位置する江戸時代の埋立

地で，築地北浜，築地本町，築地中通，築地南浜，

築地丸島町が立地している．兵庫県南部地震の際に

は，ほぼ全域に噴砂と沈下が見られ液状化による建

物被害が発生した．文献11)によれば，この地区の

建物は木造が全住家の約9割を占め，1800年代に建

てられた古い木造家屋も存在する．液状化によって

大半の家屋が，沈下・傾斜などの被害を蒙っている

が全壊は少ない．建築研究所8)による町丁目単位の

建物の全壊率は0または12.5%以下と低く，前述の

文献5)による築地地区での死亡者はいない． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 兵庫県南部地震による阪神地域の噴砂の分布
4)
と震度7の帯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 兵庫県南部地震による西宮市南部の死者の分布  図-3 兵庫県南部地震による西宮市南部の建物全壊率の分布
8) 
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(3) 芦屋市芦屋浜地区 
 芦屋浜地区は1969～1975年にかけて造成された埋

立地であり，潮見町，緑町，若葉町，高浜町，浜風

町，新浜町が立地している．兵庫県南部地震の際に

は，図-1に示すように広い範囲で液状化が発生し，

地表面は大量の噴砂で覆われた． 
 本地区では，基礎地盤の液状化により極めて多く

の戸建て住宅が不同沈下した．芦屋市家屋被害判定

検討委員会12)の調査によれば，全998棟の戸建て住

宅と集合住宅のうち，6割以上が1/100以上傾斜した．

しかし，構造的被害は少なく建築研究所8)によれば，

全壊と認定された建物はない．また前述の文献5)に
よる芦屋浜での死亡者はいない． 

 

(4)その他の地域における人的被害 

神戸市東灘区御影浜町のMCターミナルでは，

LPGタンクに接続された配管系の継手部から液化ガ

スが漏出する被害が発生し，事業所周辺の住民に対

して避難勧告が出され，約70,000人が避難した．被

害原因は，タンク周辺地盤が液状化により著しく変

状したため配管系統の相対移動が起こり，タンクか

ら緊急遮断弁に至る配管継手部に過大な応力が発生

し，機密性が失われたためと推定されている13)．こ

の事故では幸い死傷者は出なかった． 
洲本市物部では，損傷したガス導管(低圧)から漏

洩したガスによる一酸化炭素中毒で4名が死亡し5名
が中毒にかかったと報告されている14)が，導管の損

傷原因については公表されておらず，液状化が関与

していたかは不明である． 

 

 

３．古い地震による液状化による人的被害 

(1) 1923年関東地震 

 震源に近い神奈川県茅ヶ崎市中島の道路では，

｢地下水を噴きだした地割れに落ちて少女が溺死し

た｣という地震体験者の証言が得られている15)． 

 

(2)1948年福井地震 

福井市和田出作町の一水田では，地震当時芋掘り

をしていた37歳の女性が地割れに落ち胸の辺まで埋

まって死亡したとの報告16)がある．発掘に従事した

人によれば，腹部が圧迫されたことによる圧死と推

測されている．中央気象台16)によれば，付近には幅

25～30cm，長さ100m位の亀裂が2本が残っており，

その１本の最終端に落ち込んだと推測されている．

同様の報告は，文献17)にも記載されている． 
上記の地点は，現在の福井市勝見3丁目足羽川右

岸沿いの地区である．2文献による被害状況は若干

異なるが，同一人物に関する記録と思われる．死亡

原因は文献中の記述のみから判断すると地割れの開

閉による圧死と推定される．出作地区の上流側に架

かる上板垣橋は，左岸寄り6経間の橋脚が左岸側へ1
～10度傾斜し，橋台は13経間中8経間が落下した記

録18)があること，河川沿岸に地割れが形成されたこ

とから，死亡原因となった地割れは液状化に伴う流

動によるという推論も成り立つ．しかし，この地震

に関する諸記録には当該地点周辺での液状化の痕跡

は確認されておらず19)，現時点では上記を液状化に

よる被害とは断定できない． 

 

(3) 1964年新潟地震 

 新潟市小針2605番地では，｢広川チヨ子さん(25
歳)が地下水を噴出した地割れに陥って死亡した．

地震後，砂の間から片腕だけが空中に出ていたので，

掘り出してみると，地割れに落ちた広川さんが這い

上がろうとして片腕を上げたまま砂に埋まって死ん

だことがわかった｣20)との記録がある． 
 阿賀野川河口近くに架かる松浜橋では，タクシー

2台と歩行者が松浜橋の中央で地震に遭い，橋台と

伴に川に転落し運転手らが怪我をした21)．松浜橋は

長さ900m余りの橋梁で，落橋の様子とタクシーの

被災を裏付ける写真が，地震直後に撮影された航空

写真集22)に収録されている． 

地震の際，上記の松浜橋左岸側の堤防付近では，

広範にわたって多数の噴砂が観察されており23) (右

岸側については未調査)，右岸･左岸とも，顕著な堤

体の亀裂･沈下が報告されている24)．また新潟地震

時，松浜橋下流100mのところに架設中の新しい松

浜橋は，支間全長で580mmの短縮があり，この変化

は主として右岸橋台の河心方向への押し出しと推察

された．また基礎の井筒は最大下流方向へ235mm移

動しているのが観察され，P9橋脚は60mm沈下した．

このP9橋脚のすぐ脇で実施したボーリング調査結

果によれば，N値10以下のゆるい砂層が地表より

12m堆積しており，河床地盤が液状化したことによ

る被害と推定されている24).以上のことから，人的

被害の原因となった松浜橋の落橋は，液状化が関与

している可能性が極めて大きいと考えられる． 

 山形県酒田市立第三中学校では，校庭を横切って

避難中の女子生徒が液状化した地盤にできた地割れ

に落ちて死亡した25)．敷地は最上川河口部の埋立地

で，激しい液状化が発生した．文献26)には，｢･･･

生きた心地もなく，ひょいと先を見ると女の子が地

割れに落ちて肩のあたりまで地中に入り手をあげて

何か叫んだように思いますが，一瞬の出来事ですぐ

地割れは閉まり女の子の姿は地中にかくれて見えな

くなりました．割れ目から水を吹きだしたのはその

後です｣(死亡した女子生徒の最期を見た人の話：酒

田三中新聞より)と記録されている． 

 

(4) 1983年日本海中部地震 

秋田県能代市河戸川の県道7号線では，路面がバ

ックリングして盛り上がり，走行中の乗用車がそこ

でバウンドして歩道に突っ込み，通行人をはねて死

亡させた27)．道路の被害について，｢河戸川地区は

在来のコンクリート舗装の上にその後4cmのアスフ

ァルト舗装でオーバーレイしている．地震発生と同

時に，コンクリート舗装版の目地や歩道の割れ目か

ら砂が噴き上げた様子を多数の通行人が目撃してお
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り，路床部は砂の液状化によって変状を起こしてい

ると推測された｣と記録されている28)．また河戸川

地区は液状化により地表面で1～2mの水平変位が観

測されており29)，路面のバックリングの原因は液状

化による流動と推定される．ただし，この死亡事例

は地震による被害統計には計上されていない30)． 

 

(5)1993年釧路沖地震 

 釧路市では，都市ガスの漏洩により48名が一酸化

炭素中毒にかかり，うち1名が死亡している31).筆者

らの聞き込み調査によれば，死亡事故が発生した釧

路市大楽毛の集合住宅には，基礎周囲に大きな地割

れができたとのことである．この地割れがガス導管

の損傷原因と思われるが，噴砂は確認されていない．

一方，2名の中毒患者を出した釧路市美原は，広い

範囲で液状化が確認された地区であり，ガス管の損

傷も液状化が原因と推定される． 

 

４．まとめ 

 

 液状化が原因でなって人的被害が発生した事例を

まとめると表-1のようになる．液状化が直接的原因

の死亡事例は，これまでに知られている3例のみで

あった．液状化により土木構造物等が損傷し，これ

により死亡･負傷した例は4例確認された． 

兵庫県南部地震の際に液状化が発生した地域では

建物の全壊率が低く，死亡者も極めて少なかった．

液状化による地盤の免震効果が人的被害の低減に寄

与したと考えられる．しかし，落橋やガスの漏洩な

ど構造物の損傷により2次災害を引き起こすポテン

シャルは，大都市圏の拡大･過密化に伴い今後益々

高まるものと考えられる．このことから，液状化は

｢怖くない災害｣とみなすのは戒めるべきである． 

 
表-1 液状化による人的被害事例 

地 震 被害発生場所 被害原因 
1923年関東地震 茅ヶ崎市中島 地割れに落ちて1名死亡 
1964年新潟地震 新潟市小針 地割れに落ちて1名死亡 
 新潟市松浜 松浜橋の落橋により川に

転落して5名負傷 
 酒田市入船町

第三中学校 
地割れに落ちて1名死亡 

1983年日本海中

部地震 
能代市河戸川 変形した路面にハンドル

を取られた車両に轢かれ

て1名死亡 
1993年釧路沖地

震 
釧路市美原 ガス導管の損傷により2名

が一酸化炭素中毒 
1995年兵庫県南

部地震 
西宮市甲子園

浜 
西宮港大橋の落橋により

車で走行中の2名が死亡 
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